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今 夜 も 父 は 宴 会 の よ う で す。 父 は 「お 父 さ ん は 酒 に 強 い ん だ
ぜ」 と 豪 語 して い ま す。
で 毛、 姉 は 母 に 似 た の で し ょ う か、 飲 む と す ぐに 顔 が 真 っ 赤 に
な り 気 分 が 悪 く な っ て しま い ま す。 お 酒 も 鍛 え れ ば 強 く な る の
か し ら。 こ れ か ら 何 か と お 酒 に 誘 わ れ る 機 会 が 増 え る と 思 う と
憂 欝 で す。
［シー ト１のねらい］
大学生になり、 お酒を飲む機会カ・増えてきます。遂 鍵 孟生蓋
鑓 盃ことを理解しておくことは、この時期、飲、酉
に よ る 事 散 を 未 然 に 防 ぐた め に も 重 要 な こ と と 考 え て い ま す。 し か し、 お 遭
連鍛 雌 こと毛事実です。 遺伝子で決定されている毛のカ、変化し
てしまうのだろうかりとの疑問を持ち、途 幽 盈に興瞭を
も っ て ほ し いと 考 えて い ま す。
麟 出されると思われる箏項］
ｒお 酒 に 強 い ん だ ぜ」 か らお 酒 に ｒ強 いＪ ｒ弱 い」 の 決 定 因 子。 遺 伝 子 で
決 定 さ れて いる、
「飲 むと す ぐ赤く … 」 から ア ル コ ー ルの 生 襲作 用





エ タ ノ ー ル 代 謝 に 関 与 す る ア ル デ ヒ ド脱 水 素 酵 素 （ａｌｄｅｈｙｄｅ
ｄｅｈｙｄｒｏｇｅ㈱ ｅ ； ＡＬ閉） の ア イ ソ ザイ ム に は ＡＬ眺１ と 糺 閉２ が
あり ま す。 一 方、 Ａし閉２ に は 正 常 な ＡＬ閉２＊１ と 遺 伝 手の 特定 部 位
の １ 塩 基 が 他 の 塩 基 に 置 換 した 遺 伝 子 が ら 発 現 す る ＡＬ閉２＊２ が ｝、
あ り ま す。 そ れ ぞ れ の ア セ トア ル デ ヒ ドま た は ＭＤ
＋に 対 す る ミ
カ エ リ ス 定 数 （洲Ｃｈａｅ１ｉＳ Ｃ◎ｎＳｔａ耐 ； ㈹ を 以 下 に 示 し ま す。
糺Ｏ洲
糺閉２







酵素反応 は墓質との緒合 赫必須であり、 活性は基質濃度 に依蒋 し、 ミカ五
リス定数 （㈹ 秘得られることを 理解す る。 得られだ （与えられた） 榊 値か
ら通常アセ トァルデヒ ドの代謝には 糺閉２ が優先的に働く二と を理解する口
も し、 こ の 糺 酬２ が２ 型 （Ａし洲２＊２） で あ る とア セ トア ル デ ヒ ざの 代 謝 遼痩 は
遅く なる こと を 理解 し、 ｒお酒 に 強 い、 弱 い」 と の 関遵 に つ いて 理 解 す る。
蹄 出されると思われ る事項］
蛋自質 （この場合は酵秦） の高次構造と基 質結合
アイ ソサイム
ミ カ ヱ リ ス定 数 ：にＭ と は
（鎌状 赤血蛾貧 血症； 糺閉２＊２ が ＡωＨ２刺 の １アミノ 酸覆 換である こと
に気づき蛋自質の立体構造が変化す ることが理解 できた場合、 他の
例と して拳げられることが予想される。）
）」
＼ニン
